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木材コーディネート基礎講座事務局 NPO法人サウンドウッズ  大阪事務所
メール. wc-office@soundwoods.net　Tel. 06-6360-4465大阪市中央区内平野町2-1-2アイエスビル5A　

木材コーディネート
基礎講座2026

森とまちをつなぎ「木のある暮らしと森づくり」の実績を積んでください。
プロジェクトの立ち上げや連携を、事務局がサポートします。

�����

具体的なプロジェクト実績が認められれば、認定木材コーディネーターの資格取得。    
基礎講座やセミナー等への登壇で、後進の育成にもご参加いただきます。
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基礎講座の構成や内容を解説。さらに初回講義「木材コーディネー
ト概論」を無料公開。ぜひ講座受講を体験してください。  

14:00-17:00 2026. �����

まず、無料説明会
にご参加ください

ご興味のある方は…

募集要項にて充実した講座内容をぜひご覧ください。
熱意を記載して受講をお申込みください。

募集期間 2026. �����

申し込み開始

木材コーディネート
基礎講座 2026

2026. ����～ 2027. ����の約半年間の基礎講座をすべて受講すると修了です。
准木材コーディネーター試験をクリアすれば、ついにあなたも准木材コーディネーターです！

�����

�����土

�����土 ～ ����金

木材コーディネーター

豊かな森の恵みをまちで活かし、未来の森づくりを支える
soundwoodsの活動の根幹を担う「木材コーディネート基
礎講座」は、法人立ち上げから回を重ね、今年度で16期を
迎えます。これまでに250名が受講し、修了者は200名を
超える全国唯一の講座です。美しい森と魅力ある木のま
ち、そして木のある暮らしを未来につなぎたい仲間が集う
基礎講座に、あなたのご参加をお待ちしています。

NPO法人サウンドウッズ　代表理事　安田 哲也

主
催
者
よ
り

井上 淳治
基礎講座講師 

能口 秀一
基礎講座講師 

木材コーディネート基礎講座2026 受講者募集

木材コーディネートのノウハウを仕事で実践

認定木材コーディネーターとしてさらなる信頼獲得

基礎講座受講→修了・准木材コーディネーター試験

オンライン説明会・模擬講義（無料）▶▶▶ 参加申込

木材コーディネート基礎講座2026  受講申込 検索

山から建物まで繋がる木の流れに
感動した

使い手の期待を知ると、
玉切りのポイントが変わった

業種や立場を越え、
熱く語れる仲間ができた

山の現場を見て、
初めて森と建築の関係が見えた

募集要項・受講申込 ▲

木材の用途から逆算し、
利益の出る造材提案がしたい方

地域の製材所の強みを知り、
地域材の価値を引き出したい方

森の魅力を付加価値に変え、
新規顧客を開拓したい方

原木品質を適正に評価し、
新たな流通網を構築したい方

社内に木材活用の専門チームを組織し、
ESG経営を推進したい方
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木材コーディネート
基礎講座2026

森林組合で木材生産現場の管理や木材流通を担当してきま
した。「大量供給で森林経営は安定化するが、木材の価値
は正しく評価されているのか？」と疑問が生まれ、付加価
値の高い家具などへの利用を目指しメーカーにアプローチ
しましたが、木材を見る視点や判断基準のギャップに直
面。ただ注文を待つのではなく山とまちを繋ぐ「通訳者」
となり、まちのニーズを理解して山の価値を響く言葉で提
案したくて受講を決めました。

Qなぜ基礎講座に参加しましたか？
A木材を使う人が木材を選ぶ基準を学び、　　　　　
　ニーズを理解して木材を提案したいと思いました。 

山の価値を響く言葉で提案し、まちとの
対話から新しい循環をつくりだす 

Sさん　木材を使う人の視点に立ち、森林とまちの新たな循環をつくる 

「針葉樹の家具」から日本の森を元気に。
  社内の意識を変える旗振り役

森とまちのつながりを生む
協議会運営に着手

地域に寄り添う設計で「地元の木」の
魅力を引き出し、価値を高める

Qなぜ基礎講座に参加しましたか？
A同業の受講生や、他地域の取り組みを知ることで、
　客観的な視点を得るために参加しました。

が見えてきた！木材コーディネート
基礎講座を受講したら… 森と木と暮らしをつなぐ仕事

木材コーディネート基礎講座2026 受講者募集

山林事業を手掛ける木材商社勤務後、グループ会社である
県内の有力製材工場に勤務。公共建築への納入業務を担当
してきました。
地域の木材を活用した施設整備の機運醸成を県行政ととも
に取り組み、木材供給事業者も建築設計者と連携する協議
会設立に漕ぎつけました。協議会では、地域の木材活用を
担う設計者と木材供給者のチームを県内各所に配置して、
県内全域の連携強化を目指しています。

Yさん　木材流通ネットワークを活かし森と建築をつなぐ

木材利用
設計分野

木材
製造流通
分野

Q何が変わりましたか？
Aまち側の木材を選ぶ基準が分かった
　ことで、家具メーカーや自治体への
　提案力が向上し、新たな取引や事業
　が増えました。 

Qこれからの目標は？
A森林・林業の新しい流れを
　つくる一人として、私たちが
　育てた木がまちで誇りを持って
　選ばれる流通をつくりたいです。

Q何が変わりましたか？
A「建築需要拡大」と「持続的な
　森づくりの実現」を、利害関係
　が生じる協議会メンバーが一丸
　となって目指す目標が立てられ
　ました。

Qこれからの目標は？
A非住宅建築の需要拡大について、
　公共事業をとりこぼしなく取り組み
　つつも、県内外の民間にも取り組んで
　いきたいです。 

Qなぜ基礎講座に参加しましたか？
A 1本の木から板になるまでのコスト構造や素材
　の性質を学び、販促活動で伝える「木のストー
　リー」を深めたいと思い受講を決めました。

大手家具メーカーに就職後、「木の温もりを届けたい」と
希望して国産材部門へ。スギやヒノキなど、身近な針葉樹
を家具に活かす難しさと面白さに魅了されました。
一方で、社内にはまだ国産材の性質や山の商習慣への理解
が薄く、一人で進める限界を痛感。「まずは自分が一番の
理解者になり、社内の仲間を増やしたい」という熱い想い
で受講を決めました。

Eさん　社内に国産材の学びの場をつくり、新しい家具づくりの機運を高める

Q何が変わりましたか？
A森林から木材流通までを学び、社内
　のものづくりチーム全員で山のリア
　ルな事情を共有する必要性があると
　確信しました。

Qこれからの目標は？
A先ずは社内向けの学びツールをつくり、
　仲間と共に国産材の性質を理解し、針葉
　樹家具を設計する楽しさと誇りを広める
　流れを生み出したいです。

Qなぜ基礎講座に参加しましたか？
Aこれまで独学で木材のことを学んできたが、
　基礎講座で「山の事情や製材のリアル」を学
　び、知識の偏りを解消したいと思いました。 

独立後、「木材産業が振るわない地域だからこそ、建築の
力で地元に貢献したい」と、手探りで地域材を使った設計
にこだわってきました。
しかし、いざ公共施設などの大型プロジェクトを任される
と、仕様に合う木材が地域内で揃わない流通の壁に直面。
設計の枠を超え、川上から川下までを繋ぐコーディネート
の必要性や木材流通に関わる事業者の連携が必要と痛感し
ていました。

Kさん　建築から仕組みを作り、地元の木材流通ネットワークを動かす 

Q何が変わりましたか？
A知識を体系化することができました。　
　また、受講後に携わった大型施設建設プロ
　ジェクトで、木材供給で地元事業者の連携
　体制を作ることができました。

Qこれからの目標は？
Aこの連携体制を次のプロジェクトにも
　活かし、地域材を選ぶことが当たり前
　になる仕組みを作っていきたいです。 

森林林業
製造流通
分野

木材利用
分野


